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［背景・ねらい］ 
県内のトマト栽培においては、TMVや ToMVによるウイルス病が発生し、安定生産の
障害となっている。これらウイルス病には有効な薬剤がないことから早期に感染の有無

を診断し、罹病株を除去することにより被害の拡大を防ぐことが重要である。しかし、

現在、ウイルス診断で主流となっているＲＴ－ＰＣＲ法は温度を正確に上下させる特別

な機器や操作が必要であることから試験場等の限られた場所でしか診断ができない。そ

こで、生産現場でも対応可能な簡便で迅速な RT－LAMP 法によるウイルス診断技術を確
立する。 
 
［技術の内容・特徴］ 
１．RT－LAMPプライマーの設計は、遺伝子配列情報（DDBJ）から TMVと ToMVにほ
ぼ共通している塩基配列部分を用いたので、TMV 単独感染、ToMV 単独感染、TMV・
ToMV混合感染について検出できる（表１）。 
２．トマト葉をつまようじで数回刺し、得られた汁液を RT－LAMP 反応液に浸して反応
（63℃で１時間）させる。その反応液に紫外線を照射し、蛍光発光を確認することによっ
て、TMV・ToMV感染の有無を判定することができる（図１・２）。 

 
 
 
 
［技術の活用面・留意点］ 
１．本法で診断するためには、恒温器・紫外線照射ランプを必要とする。 
２．コンタミが非常に問題となるので、反応後のチューブは開けずに廃棄するなど試薬や

器具が汚染しないように管理をする。 
 
 
 
 
 



［具体的データ］ 
 
表１ プライマーの塩基配列 
Ｆ３   ＧＴＡＣＴＴＣＴＧＣＧＧＧＡＧＧＴＡ 
Ｂ３   ＧＧＧＣＧＧＴＴＴＴＡＴＧＡＡＣＣＴ 
ＦＩＰ  ＧＡＴＧＴＧＴＴＴＡＧＣＡＣＣＡＡＧＴＴＴＣＧＡ－ 

ＣＧＴＧＡＴＴＣＡＴＣＡＣＧＡＴＡＧＡＧＧ 
ＢＩＰ  ＴＴＧＧＡＧＧＡＧＴＴＣＡＧＡＡＧＡＴＣＣＣ－ 

ＧＴＣＡＡＴＴＧＴＧＴＧＴＡＡＴＡＣＧＣ 
 

 RT－LAMP反応液 
２×Reaction Mix（RM） 12.5μｌ
Primer：FIP 40pmol   1μｌ 
Primer：BIP 40 pmol   1μｌ 
Primer：F3  5 pmol 1μｌ 
Primer：B3  5 pmol   1μｌ 
Enzyme（EM） 1μｌ 
蛍光・目視検出試薬（FD） 1μｌ 
Distilled Water（DW） 6.5μｌ 
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 フローチャート 
・トマト葉をつまようじで数回刺す 
 
・ つまようじを反応液中でそそぐ 
 
・63℃で 1時間インキュベートする 
 
・紫外線を照射し、蛍光の有無を確認する図１ RT－LAMP反応液とフローチャート 

図２ TMV、ToMVの RT－LAMP反応結果
①TMV単独感染葉、②ToMV単独感染葉 
③TMV・ToMV混合感染葉、④健全葉 
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